
 

七夕講演会(サイエンスカフェ)のお知らせ 

雲と宇宙の間の世界 

～成層圏・中間圏の大気～ 
主催：神戸大学惑星科学研究センター 

協力：神戸大学サイエンスショップ、WDB 株式会社 

 

地上約 10km から 90km の大気圏を成層圏・中間圏と呼びます(雲の上になり

ます)。そこで、起きている大気現象は我々が普段感じている大気現象とはまっ

たく異なることが知られております。このサイエンスカフェでは一線で活躍さ

れている若手研究者をゲストに招き、成層圏・中間圏の大気現象について話を

していただきます。 

 

コーヒーを飲みながら、雲の上の世界はどんな気候になっているのかについ

て、研究者と一緒に考えてみませんか？ぜひお気軽にご参加ください。 

 

講演者：西澤誠也 

神戸大学理学研究科（助教） 

[講師紹介] 

明徳義塾高等学校卒、京都大学理学部卒、同大学院理学研究科修士課程・

博士課程修了、同大学数理解析研究所研究員などをへて、神戸大学大学院

理学研究科助教、専門は気象力学 

博士(理学)  

 

講演題目：雲と宇宙の間の世界～成層圏・中間圏の大気～ 

講演要旨： 

私たちの暮らしに密接な関係があり、毎日眺めても飽きない雲たち。惑星・星・銀河

など、私たちの興味を引きつけて止まないはるか彼方の宇宙。そんな雲と宇宙に挟まれ

た上空の世界は私たちにはあまりなじみがないかもしれないが、実はそこにはとてもド

ラマティックで興味深い現象がたくさんあり、オゾン層といった私たち生き物に直接関

わりがあるものもある。私たちが普段感じている四季とは全く異なる四季や、数日で

50 度ほども気温が上昇するといった現象、ほぼ 2 年おきに風向きが真逆になるといっ

た現象など、私たちが知っている大気運動からは想像のつかないことが起きている。 

本講演では、地上約 10km から 90km の成層圏・中間圏と呼ばれる高度帯にみられ



 

る大気現象をいくつか紹介し、日常ではあまり触れられないはるか上空の世界へいざな

いたい。 

 

【惑星科学研究センターとは】探査・観測技術の向上によって，太陽系および太陽系以外の様々

な天体について多くの情報が得られるようになりました．今，惑星科学は探査や観測によって得

られた膨大なデータを解析し，惑星や惑星系の起源・進化・多様性の全体像を体系的に理解する

ことに挑戦しています．これにより，生命を育む地球という惑星を位置づける宇宙観が確立され

ます．我々惑星科学研究センター(略称：CPS)は，惑星科学の上述の目的を達成するために，国

内外に開かれた学術拠点として 2007 年 4 月に誕生しました． 

 

講演会概要 

日時：7 月 7 日（水） 19:00～20:30 

タイムスケジュール： 

19：00～19：50 挨拶・講演(50 分程度) 

19：50～20：00 休憩 

20：00～20：30  質疑応答 

 

場所：UCC カフェコンフォート神戸市庁舎店 

お店 HP：http://www.ufs.co.jp/shop-search/shop_id/446 

 

対象：高校生以上 

定員：30 名(先着順)定員になり次第締め切らせて頂きます。 

参加費：1000 円(ケーキセット代)  

 

参加申し込み方法：(次ページ参照) 

 

定員に達したため、募集を締切りました。ありがとうございます。 

 

ご不明な点などありましたら、講演会事務局 cps-gl201077@cps-jp.org にお問い合わせ

ください。 

mailto:cps-gl201077@cps-jp.org

